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実施概要 

趣  旨 仙台市の国際姉妹都市であるミンスク市に高校生を派遣し、現地の青少年との交流 

や市内見学、日本文化の紹介などを通して、異文化理解を深める機会とする。また、

震災後にいただいた支援への感謝や現在の仙台の状況を伝える機会とする。 

訪 問 先 ベラルーシ共和国 ミンスク市 

実施時期 2013年 8月 1日（木）～8月 10日（土） 8泊 10日 

主  催 仙台市 

実施団体 公益財団法人 仙台国際交流協会 

協  力 宮城・ベラルーシ協会 

参加人数 青少年 12名、同行者 2名 

募集対象 仙台市にお住まいか通学している高校生等（2013年 4月 2日現在で 15歳～18

歳の方）で下記の条件を全て満たす方 

※応募多数の場合は仙台市にお住まいの方を優先。 

①心身ともに健康であること。

②国際交流、異文化理解に関心があり、訪問の趣旨を理解・賛同し、団体行動に参加

可能であること。 

③定められた日程・旅行条件で参加できること。

④事前研修に参加できること。

⑤保護者の承諾を得ていること。

⑥過去に仙台国際交流協会が主催した海外派遣事業に参加していないこと。

事前研修 第 1回 2013年 6月 23日（日）両市の交流について、ツアー概要確認  

第 2回 2013年 7月 13日（土）ロシア語レッスン、日本文化発表の話合い 

第 3回 2013年 7月 20日（土）ベラルーシ文化・習慣について、出し物の練習 

事後研修 2013年 8月 24日（土） ツアーの振り返り、報告書作成、ラジオ収録 

報告会 2013年９月１５日（日）せんだい地球フェスタにて発表 
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～訪問地紹介～ ミンスク市について 

ベレジンスキー特別保護区

ミール城
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主な交流経過 

2013年 6月被災地を
訪問するミンスクからの
青少年訪問団 

仙台市とミンスク市の交流 

昭和 48年（1973年）4月 6日 

 

1962年日ソ協会の招きによりソ日協会事務局長が来仙の際、仙台市とソビエト連邦の都市との姉妹都市

提携が話題となり、当時白ロシア共和国の首都であったミンスク市が推薦されました。その後、文書、資

料の交換などを経て、仙台市代表団 10名がミンスク市を公式訪問し、姉妹都市提携が成立した。 

● 1973年 国際姉妹都市締結以降、数年ごとに公式訪問団や市民訪問団が相互の都市を訪問。

● 1986年 チェリノブイリ原発事故の際、仙台市民から医療機器などのベラルーシ支援を行って以降、市

民活動がより活発となる。

● 1995年 仙台市とミンスク市の友好を深めるために「宮城・ベラルーシ協会」発足

● 両市の交流にちなんでミンスク市内中心部の公園を「仙台公園」と命名。宮城・ベラルーシ協会を中心と

した市民訪問団がミンスク市を訪れ、2002年に「友好の時計」を寄贈、2007年に桜の苗木を植樹した。

● 仙台国際ハーフマラソンに、国際姉妹・友好都市の招待選手として毎年ミンスク市から選手団が参加。

● 八木山南小学校ではミンスク第 19番学校の姉妹校として、毎年ミンスクからの来仙者と交流している。

● 東日本大震災で被災したことを受け、ミンスク市から仙台市の子ども達を招待される。2011年は高校生

訪問団、2012年は小学生訪問団をミンスク市に派遣した。

● 2013年 6月、姉妹都市締結 40周年を記念し、ミンスク市から青少年訪問団が来仙。仙台市や近郊の名

所、被災地、市内の高校等を訪問し、市民と交流した。

【姉妹都市提携共同 
コミュニケ交換の様子】 

姉妹都市提携 

提携の動機と経過 

八木山南小学校を
訪問するミンスクのマ
ラソン選手 

2011年ミンスク 
小学生訪問団 2007年仙台公園に

桜の苗木を植樹 
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日程表① 

日付 時間 場所 移動手段 行　　程

1 8月1日 6:40 仙台空港集合 飛行機 仙台空港

（木） 8:05-9:00 仙台⇒成田 NH3232 全日空にて成田空港へ

11:15-16:00 成田⇒ウィーン OS052 オーストリア航空にてウィーン空港へ 　　所要：11:45 乗継時間：4:35

20:35-23:25 ウィーン⇒ミンスク OS689 オーストリア航空にてミンスク空港へ   所要：1:50 合計：18:10

空港内にて伝統的な歓迎セレモニー

0:00 レクリエーションセンターへ移動、就寝

2 8月2日

（金） レクリエーションセンター施設案内

★ミンスク19番学校訪問

歓迎セレモニー

伝統人形等の手作り体験

★ベラルーシ国際文化友好協会訪問

フルンゼンスキィー地区パフォーマンス集団の歌や踊り鑑賞

「上を向いて歩こう」合唱発表

レクリエーションセンターへ移動

伝統的な藁の人形手作り体験

3 8月3日 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（土） ★ベラルーシ史跡文化遺産、ストローチッツ建築文化博物館視察

★ミンスク州青少年宮殿訪問、昼食

施設内見学、ステージ鑑賞

★ショッピングモール「ストリッツァ」にて買い物

レクリエーションセンターへ移動

アクティビティ参加　(ディスコ、卓球、バスケ等）

4 8月4日 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（日） ★世界遺産　ミール城見学

★博物館見学、世界遺産　ニャースヴィシュ城見学

レクリエーションセンターへ移動

アクティビティ参加　(ディスコ、卓球、バスケなど）

5 8月5日 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（月） ★はちみつファーム（農具博物館、おおかみ見学施設併設）訪問

レクリエーションセンターへ移動

休憩

レクリエーションセンターの入村式参加　ロシア語の決意表明

Day of Japan準備、アクティビティ参加　(ディスコ、卓球、バスケ等）

6 8月6日 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

（火） ミンスク市へ移動

★ミンスク市役所表敬訪問

市内見学（仙台公園散策）

レクリエーションセンターへ移動

”友情の虹”プログラム鑑賞

ベラルーシ伝統文化等体験（将棋、指人形作り）

Day of Japanの準備、アクティビティ参加　(ディスコ、卓球、バスケ等）

午前

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

専用バスミンスク市内

午後

夜 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

午前

専用バス
ミンスク市内

午後

夜 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

午前

専用バス
ミンスク市郊外

午後

夜 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

午前

専用バス

ミンスク市郊外

午後

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

夜

午前

専用バス

ミンスク市内

午後

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

夜

事前・事後研修
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事前・事後研修 
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仙台市とミンスク市の交流の歴史について、宮城・ベラ

ルーシ協会の佐藤司さんからご紹介頂きました。自己紹

介なども行いましたが、まだ実感がわいていない様子

で、終始緊張した様子での研修となりました。 

事前研修終了後は、来仙中のミンスク第 19番学校の子

供達との交流会に参加し、ゲームなどをして交流を深め

ました。 

ラトビア出身のアリーセ・ドンネルさんにロシア語ワンポイ

ントレッスンをしていただきました。簡単な挨拶、自己紹介

を学習しました。また、2011 年にミンスク青少年訪問団参

加者の外崎優花さん、菱沼隼人さんから当時の体験を話して

頂き、団員達は同年代の話に熱心に耳を傾けていました。 

仙台在住のベラルーシ人・菅原アンナさんによる「ベラルーシの生活と文化について」を写真を交えなが

らご紹介頂きました。初めて知る生活や文化にみなさん興味津々でした。後半は、現地で日本文化を紹介

するイベント Day of Japanの準備や、お礼に披露する歌やゲームの準備をしました。 

SIRA のラジオ番組用に、今回の訪問の感想を団員一人ひとり

にインタビューしました。滞在中に宿泊施設の入所式で覚えた、

ロシア語の決意表明も全員で発表し、インタビューを締めくく

りました。 

第１回目事前研修 平成 25年 6月 23日（日） 

第２回目事前研修 平成 25年 7月 13日（土） 

第 3回事前研修 平成 25年 7月 20日（土） 

仙台市 奥山市長への表敬訪問 平成 25年 7月 23日（火） 

事後研修 平成 25年 8月 24日（土） 
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団員レポート ＆ フォトギャラリー 
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団員レポート ＆ フォトギャラリー 
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ベラルーシ��４日目午後                                        竹内 匠平 
４日目の午後、私たちはこの日２か所目の訪問地、

ニャースヴィシュ城に行きました。 
第一印象は、午前中に訪れたミール城よりものどか

な感じでした。というのも、ミール城は堅固な要塞

といった感じでしたが、ニャースヴィシュ城は、城

門を入ると中世の城下町のような広場と建物が広が

っていて、平和な時代の貴族の居城なのかなという

印象でした。 
お城の中で、私たちは展示室で弦楽器、礼拝堂でピ

アノトフルートの生演奏を聴くことができました。

特に礼拝堂の演奏は、とても心に響くものでした。

礼拝堂の構造は、音が共鳴し合うようにできている

ので、圧巻でした。 
最も私の心に残ったのは、囚人を収容する部屋と礼

拝堂とが、金網でつながっていたということでした。

囚人であっても、礼拝に参加するという人権が守ら

れていて、神を賛美することを妨げはしなかったと

いうことに感動しました。 
天井には聖母マリアの絵があり、講壇にはイエスの像があっ

たので、この城に住んでいた貴族はギリシャ正教ではなくて

カトリックの信徒であったのだと思いました。 
このようにして、私たちは世界遺産であるミール城とニャー

スヴィシュ城で、かつての貴族たちの生活に触れてきました。 
 
 
�アーの感� 
１０日間という短い時間を私たちはたくさんの人に支

えられてきました。そのおかげで、私はことを多くの学

ぶことができました。また、たくさんのベラルーシの

方々とも交流をして、充実した１０日間を過ごしました。

ミンスクの方々の暖かい歓迎によって私は、ミンスク、

また私たちが泊まったロドニチョックが大好きになり

ました。これらの学びと経験を、これからの自分の人生

に繋げていけたらいいと思います。 
このベラルーシ訪問に携わってくださった方々、本当に

ありがとうございました！ 
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日本��������

ミンスク市に姉妹都市の仙台市から青少年

が訪問しました。3 年連続 3 度目。ミンスク

市内や世界遺産などに訪れます。ベラル

ーシの青少年も今年6月に日本に訪問しま

した。

日本大使：交流を続けてきて今年で 40 周

年です。難しいことも沢山ありますが、エネ

ルギーを合わせて頑張りましょう。

日本��������

仙台市の青少年がベラルーシに訪問し、ミンスク市副市長に表敬訪問しました。3 年連続 3 度目。

副市長：このような交流がとても大切です。国の人を知るとその国をもっと知ることができる。日本大使の三森重弘

さんにもご協力頂きましてありがとうございました。

���さん：ベラルーシ・ロドニチョックで温かい歓迎を受けて楽しい時間を過ごしています。ありがとうございます。

 

■�������� �����紙 ������

■��� �������� ��������

http://www.ctv.by/novosti-minska-i-
minskoy-oblasti/shkolniki-iz-yapon
ii-priehali-na-kanikuly-v-belarus

http://minsknews.by/news/2013/08/06/karp

Минск принимает детей из Сендая в третий раз. Сейчас в составе делегации 12 школьников, 
которые пробудут в Беларуси до 9 августа.
- Такие визиты помогают лучше узнать друг друга, обогащают знаниями о другой стране, - 
отметил И. Карпенко.
Заместитель председателя Мингорисполкома поблагодарил посла Японии в Республике 
Беларусь Мимори Сигэхиро за поддержку тех инициатив, которые существуют между 
Минском и Сендаем.
- Это часть той большой межгосударственной работы, которая проводится между нашими 
странами. Мы заинтересованы в дальнейшем развитии всесторонних отношений между 
нашими городами, - сказал И. Карпенко.
В свою очередь представитель японской делегации, заместитель председателя сендайского 
центра международного сотрудничества Мори Сюичи, высказал слова благодарности за 
радушный прием, интересную программу пребывания и возможность отдохнуть в лагере 
«Родничок».
После встречи для японских детей была организована экскурсия по ратуше.
Напомним: в нынешнем году исполняется 40 лет побратимским отношениям между 
Минском и Сендаем.
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料理 
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3食ともテーブルサービスがあり、一品ずつ運んでくれました。サラダは
生のきゅうり、パプリカにハム等が多く、ドレッシングの代わりに、粒マス
タードを付けて食べることが多いです。 

 

 

 

 

 

きゅうり、ハムの角切りにサワ

ークリームがかけられていま

す。サワークリームを使う料

理が多いです。 

グリーンピース、コーン、ゆで
卵の前菜。とてもシンプルな
お味です。 

いくらがトッピングされた２皿。 

おなじみの味です。 

じゃがいもを使った料理は、バリエーション豊富

で、いろいろな味が楽しめます。ベークドポテト、

パンケーキ、など・・・。 

デザートのゼリーやババロア、レ

モンやオレンジの形をしたゼリー

菓子。甘さ控え目です。 

ミンクス市風景

36

市内のカフェ 

ミール城 

ニャースヴィシュ城 

田舎道 

ミンスク市内 

バス車窓からの風景 

ニャースビッシュ城近くの湖 

ミール城内部 

ニャースヴィッシュ城内部 

ミール城内部 

ショッピングセンター 
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協力者一覧② 

 

Mr.Egor Borisov 

  通訳 エゴール 
Ms. Sasha Ikhnenko 

   通訳 サーシャ 
Ms.Katya Mikhnevich 

   通訳 カーチャ 
Ms. Karina Sevruk 

通訳 カリーナ 

 Mr. Ivan Prishchepo  

  19番学校(写真）   ワニャ 
Victoria ヴィクトリア 

タチアナさんの娘 

Mr.Eugene Kedrun 

元ミンスク市職員ユジン 

Vitana 

19番学校 ウィタナ 

Kirill 

19番学校 キリル 

その他の機関 

通訳・ボランティア・他 

Mr. Gennady Melnikov 
Deputy director of the 
republican unitary enterprise 
"Beltelecom" 共和党企業「ベ
ルテレコム」副部長 

Ms. Svetlana Yurkevich 
Deputy director of the 
republican unitary enterprise 
"Beltelecom"共和党企業 
「ベルテレコム」副部長 

Mr. Vladimir Karpovich 
General Director of the Mobile 
TeleSystems (MTS) - the leading 
mobile operator of Belarus 
ベラルーシ電話通信会社 本部長 

Mr. Anatoliy Murauyeu 第19番学校 アナトリー校長 

Director of the Gymnasiom 19 

Ms. Tatyana Lazareva  タチアナ  

Director of the recreation center "Rodnichok" 

レクリエーションセンター「ロドニチョック」館長 

Ms. Galina Petkevich ガリーナ 

Vice Chairman of the Belarusian Society for Friendship and Cultural 
Relations with Foreign Countries  

ベラルーシ国際文化友好協会 副館長 
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協力者一覧① 

Mr. Igor Karpenko  

Deputy Chairman of the Minsk City 
Executive Commitee  

ミンスク市 カルペンコ副市長 

Mr. Vasily Panasyuk  

Chairman of the Minsk City Council of 
Deputies 

ミンスク市議会 パナスク議長 

Mr. Boris Vasilyev 

Head of the Fruzensky district 
administration 

フルゼンスキー地区 バシリフ区長 

Mr. Oleg Zhoglo 

Head of the Zavpdskoy district 
administraion 

ザボツコイ地区 ジョグロ区長 

 
 

Mr. Mikhail Mironchik 

Chairman  

委員長 

Mr. Vitaly Prigodich 

Deputy Chairman  

副委員長 

Ms. Anna Rysevets  

Head of the Division of Educational Work 

育英事業局 局長 

Ms. Nadezhda Velikaya 

Deputy Head of the Division of 
Educational Work  

育英事業局 副局長 

Ms. Galina Shklyar 

Director 

館長 

Ms. Saida Vafina 

Deputy Director 

副館長  

Ms. Inna Bilichenko  

Manager of the Advertising Sector 

広告部 部長  

Ms. Anna Kayurova 

Manager of the International 
Cooperation Sector 

国際協力部 部長 

Committee for Education of the Minsk City 

Executive Committee ミンスク教育委員会 

Minsk State Palace for Children and Youth 

ミンスク青少年宮殿

Minsk City Executive Committee 

ミンスク市 

Ms. Svetlana V. Adasko 

Cheif specialinst of Department of 

Protocol and Foreign Relations 

ミンスク市 儀典・外交部 スベトラーナ 

  Ms. Tatyana A. Borodinets 

  Cheif specialinst of Department of 

  Protocol and Foreign Relations 

 ミンスク市 儀典・外交部 タチアナ 
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昨年、一昨年に続き、3 年連続で実現したミンスク市への青少年訪問団。過去 2

年の情報をもとに準備をしてきました。ベラルーシは訪れたことがなく、引率者

として多少の不安がありましたが、ミンスク空港到着後、そんな心配はなくなり

ました。たくさんの人々の温かい歓迎を受け、すべてお任せしよう、と気持ちが

楽になりました。６月に仙台市を訪れたミンスク訪問団の顔が見られた安心感も

大きかったと思います。 

ミンスク市はとても綺麗な街で、美しい建築物が並び、郊外の道はまっすぐ伸

び、その両側には黄金色の麦畑や緑の木々がどこまでも続いています。どこを撮

ってもポストカードになりそうな“絵になる”風景が続いていました。 

ベラルーシの人々は歌や踊りで歓迎の気持ちを表現してくれることが多く、ミ

ンスクの子供たちのパフォーマンスを何度も楽しませてもらいました。小さい頃

から、人前で歌や踊りを披露することに慣れ、フレンドリーなミンスクの子供達

は、積極的に日本の子供たちに話しかけ、交流のきっかけを作ってくれたように

思います。その一方で、恥ずかしがり屋の一面もあり、日本人と通じるものがあ

るようにも感じました。 

 滞在中、私達団員１４名の訪問に際し、いったい何人の人々がかかわってくれ

たのだろうか？とふと頭をよぎりました。受け入れる準備をしてくださったミン

スク市関係の方はもちろん、訪問先で出会った方、歌や踊りを披露してくれた子

供達、宿泊施設の方、バスでの移動の際に同行してくれた警察官、救急隊員、通

訳や写真、お手伝いのボランティアの方など、三桁の人数になるのは間違いのな

いところです。その全員がこころから歓迎してくれている、と実感できる滞在で

した。素晴らしい夏のひと時を過ごすことができました。 

最後になりましたが、仙台市側の関係者の皆様にも御礼申し上げます。 

ありがとうございました！ 

公益財団法人 仙台国際交流協会 

総務企画課 企画係 椿 栄子 

総務企画課 企画 
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